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邑楽北地区地区計画（仮称）策定についての

アンケート結果【概要】

アンケート実施期間

令和8年3月 18日から令和8年4月 8日

アンケート実施方法

インターネット回答およびアンケート用紙の配布

回答総数：３２７件



邑楽北地区地区計画（仮称）策定についてのアンケート結果【概要】

1. 回答者の年齢: （20代以下 / 30 代 / 40 代 / 50 代 / 60 代 / 70 代以上）

2. 回答者の性別： （男性/ 女性 / その他 ）

3. 回答者のお住まいの学校区（高島小学校区 / 中野小学校区 / 中野東小学校区 / 長柄小学校区 / 町外）

20代以下

36件

11% 30代

43件

13%

40代

39件

12%
50代

65件

20%

60代

64件

20%

70代以上

80件

24%

20代以下

30代

40代

50代

60代

70代以上

男性

158件

48%

女性

169件
52%

男性

女性

高島小学校区 168件 

51%

中野小学校区 

68件 21%

長柄小学校区 43

件 13%

中野東小学校区 36

件 11%

 町外 12件 4%

高島小学校区

中野小学校区

長柄小学校区

中野東小学校区

 町外



邑楽北地区地区計画（仮称）策定についてのアンケート結果【概要】

4. 回答者の居住形態: （持ち家 / 借家 / 同居 / 町外在住の地権者 / その他）

5. 居住年数: （5年未満 / 5年以上～10 年未満 / 10 年以上～20 年未満 / 20 年以上）

持ち家

260件

79%

同居

50件

15%

借家 15件 5%

その他 2件 1%

持ち家

同居

借家

その他

５年未満

38件

12%

５年以上～１０年未満

29件

9%

１０年以上～２０年未満

36件

11%

２０年以上

224件

68%

５年未満

５年以上～１０年未満

１０年以上～２０年未満

２０年以上



邑楽北地区地区計画（仮称）策定についてのアンケート結果【概要】

6. 令和 8年 3月 18日（水）に役場で行われた、邑楽北地区地区計画（仮称）の説明会に参加されましたか？

＜説明会へ参加された方へお伺いします＞

7. 説明会の内容は理解できましたか？

午後２時から３時30分の回

に参加した

49件

15%

午後７時から８時30分の

回に参加した

18件

5%

参加していない

260件

80%

午後２時から３時30

分の回に参加した

午後７時から８時30

分の回に参加した

参加していない

理解できた

18件

27%

おおむね理解できた

37件

55%

あまり分から

なかった

11件

16%

分からなかった 

1件 2%

理解できた

おおむね理解できた

あまり分からなかった

分からなかった



邑楽北地区地区計画（仮称）策定についてのアンケート結果【概要】

＜現在の高島地区についてお伺いします＞

8. 現在の高島地区の住み心地はいかがですか？

9. 高島地区の「困っていること・課題」は何だと思いますか？（複数回答可）

満足

16件

10%

やや満足

49件

29%

どちらともいえない

59件

35%

やや不満

23件

14%

不満

21件

12%

満足

やや満足

どちらともいえない

やや不満

不満

260件

140件

124件

194件

98件

19件

0件 50件 100件 150件 200件 250件 300件

①日常生活の買い物が不便である

②空き家や空き地が増えている

③耕作放棄地が増えている

④若者や子育て世代が減っている

⑤町外からの転入者が少ない

⑥その他



邑楽北地区地区計画（仮称）策定についてのアンケート結果【概要】

10. 今後、高島地区はどのようになっていくのが望ましいと思いますか？

11. 地域活性化のために、新しい住民（町外からの転入）を受け入れることについてどう思いますか？

11件 3%

63件

19%

201件

62%

42件

13%

10件 3%
①

⑤

②

③

④

① 現在のまま、町外出身者など元々地域
に縁のない人の住宅は制限しつつ、地
元の人やその子ども・親族などが住め
るような住宅のみ建てられるよう維持
した方が良い。

② ①に加えて、生活利便性を高めるため、
食品・日用品、飲食店など一定規模の店
舗が建てられるようになると良い。

③ 町内外の出身に関わらず、誰でも住宅
を建てられるような地域とし、生活利
便性を高めるため、食品・日用品、飲食
店など一定規模の店舗が建てられるよ
うになると良い。

④ ③に加えて工場や資材置場など産業施
設も建てられるようになると良い。

⑤ その他

積極的に受け入れ

るべき

265件

81%

あまり受け入れ

たくない（現在

のコミュニティ

を維持したい）

27件

8%

その他

35件

11%
積極的に受け入れるべき

あまり受け入れたくない（現在

のコミュニティを維持したい）

その他



邑楽北地区地区計画（仮称）策定についてのアンケート結果【概要】

12. 今後、国道 122号や幹線道路沿いに建築を認めても良いと思う施設はどれですか？（複数回答可）

＜邑楽北地区（仮称）地区計画についてお伺いします＞

13. 邑楽町では「邑楽南地区（篠塚）」において、国道沿いに店舗を誘導し、その裏手に住宅地として利用できる

地区計画を設定しました。国道122号沿線でも、「邑楽北地区（仮称）」として同様のルール作りを行うことに

ついてどう思いますか？

148件

285件

241件

163件

165件

80件

62件

42件

6件

12件

0件 50件 100件 150件 200件 250件 300件

①戸建住宅、2世帯住宅

②店舗（スーパー、ドラックストア、衣料品など）

③飲食店（レストラン、カフェ、食堂など）

④コンビニエンスストア

⑤診療所・高齢者福祉施設

⑥事務所・作業場

⑦運送会社の配送センター・倉庫

⑧工場

⑨資材置場

⑩その他

賛成（新たな人口流入が増

えるのは良いことだ）

263件

80%

どちらともいえない

47件

14%

反対（今の静かな環

境や農地をそのまま

残すべきだ） 5件 2%

その他 12件 4%

賛成（新たな人口流入が増える

のは良いことだ）

どちらともいえない

反対（今の静かな環境や農地を

そのまま残すべきだ）

その他



邑楽北地区地区計画（仮称）策定についてのアンケート結果【概要】

14. 地区計画（邑楽北地区（仮称））を作ると、現在と違い誰でも家が建てられるようになる等のメリットがある反

面、「建築可能なエリア」は現在の大規模指定既存集落制度（邑楽中学校区に在住・在勤通算で 10年以上

ある方の住宅のみ建築可能）よりも建築出来る範囲が狭くなる可能性があります。これを踏まえ、今後の邑

楽北地区(仮称）の方向性についてどう考えますか？

15. 国道 122号沿線の高島地区に土地をお持ちですか？

はい

57件

17%

いいえ

270件

83%

はい

いいえ

130件

40%

39件

12%

24件

7%

105件

32%

29件

9%
邑楽南地区と同じ規模（約100ha）で計画すべき

（それ以下なら、現在のままの方が良い）

邑楽南地区の７割程度（約70ha）以上なら進める

べき（それ以下なら、現在のままの方が良い）

邑楽南地区の半分程度（約50ha）以上なら進める

べき（それ以下なら、現在のままの方が良い）

どんな面積でも進めるべき

その他



邑楽北地区地区計画（仮称）策定についてのアンケート結果【概要】

＜上記で【はい】とお答えの方のみご回答ください＞

16. 地区計画（邑楽北地区（仮称））により、国道 122号沿いでの店舗建築や、裏手での宅地分譲が可能になっ

た場合、土地活用を検討しますか？

すぐにでも活

用（売却・建

築）したい

13件

23%

将来的な選択肢とし

て検討したい

27件

47%

今のところ予

定はない

15件

26%

農地及び現在の

状況をそのまま

守りたい 2件 4%
すぐにでも活用（売却・建築）したい

将来的な選択肢として検討したい

今のところ予定はない

農地及び現在の状況をそのまま守りたい


